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「すべては子どもたちの幸せを願って」    

         球磨郡錦町 岩見照也 

「この子はだれ？」二男がホームステーでカ

ナダへ行った時の写真を見て、私の第一声です。  

そこには、カナダ人のホストファミリー家族写

真の中に東洋系の女の子が写っていました。二

男の説明によると、この子は里子で、カナダで

は多くの家庭に里子がいるとのことでした。我

が家には実子の男の子４人いますがその他に

昼間だけは、おいの２人の男の子、その友達の

３人の男の子を毎日預かっていましたので関

心があり、我が家でも里親を始めてみることに

しました。幸いなことに球磨・人吉地方には里

親の大先輩がおられたので、いろいろなことを

教えて頂き、里親登録を済ませることができま

した。 

最初の女の子は乳児院からでした。２ヶ月間

のマッチングを済ませ２歳の誕生日に我が家

に来ました。当初は部屋の片隅にうずくまりで

てきません。これではいけないと思い、幼稚園

の先生方にも、お手伝いいただきました。しか

し、この子が３歳になる直前におばあちゃんか

ら突然の電話があり、翌日連れて帰られました。

まさに青天の霹靂、寝耳に水の状況でした。や

っと懐いて愛着形成ができつつあるなと思っ

ていた矢先のことでした。家内は大混乱でその

ショックからの立ち直りにずいぶんとかかり

ました。 

 次も女の子がやってきました。お母さんが手

術をされるため小学校に入学したばかりの女

の子を半年ほど預かりました。   

八代ナザレ園からの季節里親(家庭体験事業)

では毎年夏休みとお正月に４人の子どもたち

が来ていましたが、その中から兄弟姉妹３人が

委託されることとなりました。 

この子たちが高校生になる頃、小５の男の子

がきました。このように色々と入れ替わりがあ

りましたが、これまで８人の子どもたちのお世

話をさせていただきました。里親の何よりもの

喜びは、子どもたちの成長を目の当たりにする

事が出来るのが最大の喜びだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 
すべては子どもたちの幸せを願って！  

温かいご支援ありがとうございます 

〈支援企業・支援団体〉年間 5 万円(１口) 

○ふるさと元気ドレッシング工場  

○株式会社 三協デリカ 

 

熊本県里親協議会は協議
会活動推進のために、熊
本県共同募金会より、助
成金を受けています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1 月の「里親カフェ」 
はお休みします 

 

〈熊本県里親協議会 事務局〉 
事務局長 宮津美光 

事務所 861-8031 熊本市東区戸島町 1177-3 

電話(Fax 同番) 096-380-4666 

携 帯       080-5250-4666 
Eメール    pygkb624@yahoo.co.jp 

 

 

「心温まるエピソード」投稿募集 

 里親家庭での子どもとの心温まる出来事を
募集します。思い出の絵や作文、写真どのよ

うなものでも結構です。 
 
 
 

 

 

編集後記 
毎月 15 日発行の事務局通信も、22 号に

なりました。協議会の大きな改革の“つなぎ”

役として、役目を果たせていると思います。 

皆さま、良い年をお迎えください。 

来年もよろしくお願いします 

          

mailto:pygkb624@yahoo.co.jp


協議会事務局では里親同士、里親と児童相談

所または里親と地域社会を『つなぐ』をテーマ

に事務局通信を発行しています。 

私たち里親自身が里親のために取材をし、分

かりやすく編集してまいります。 

     

お知らせ1 平成３０年度九州地区里親研修大

会北九州大会  

１２月３日に九州地区里親研修大会が、北九 

市で開催されました。参加人数は167名でした。 

開会式に続き、全国里親会会長 河内美舟(こう

ちみふね)氏と事務局長 堀切健司氏による全国

里親会の基調報告が行われました。河内会長は

冒頭で、過去に全国里親会が会計処理における

不手際により厚労省から、勧告を受けたことに

ついて謝罪され、組織改革を行った事について

話されました。 

① 公益財団法人 全国里親会の位置づけ 

② 組織の活性化＆イノベーション 

③ 新たな里親制度のスタートライン 

④ 30年度事業計画 

⑤ 「新しい社会的養育ビジョン」のこれから 

⑥ 国及び諸団体、関連機関との連携 

など資料をもとに細やかに話されました。会長

の熱意ある説明に感動しました。 

お知らせ２ 全国大会in石川 終わる 

 11月17日（土）・18日（日）、石川県で全国里親大

会が開催されました。参加人数は約560人でした 

17日は開会式、行政説明、記念講演、懇親会。18

日は分科会、シンポジウムなどが行われました。  

開会式では石川県の谷本正憲知事も登壇され、

あたたかいご挨拶をいただきました。 

本大会の開催予算のうち「子ども企画」の運営

について、今回初めてクラウドファンディングを利

用しました。20万円の目標に対して23万円が集

まり開催することができました。 

また、17日には、理事会・会長会も開催され、国

に対する全里としての声明文の修正（理事会案）

を発表されました。熊本からは岩見会長が参加し

ています。 

お知らせ３ ランドセルのプレゼント 

毎年、セイバン様から里親家庭の子どもたち

にランドセルが贈られています。昨年は 168

個。今年は地域の里親会経由で 164 個の希望

がありましたが、セイバン様から提供されるラ

ンドセルは 132 個となったため、11 月 27

日（火）に開催された全国里親会業務運営委員

会で抽選が行われ、その結果、熊本県から 3 名

分希望しましたが、2名の方が当選されました。

事務局に届き次第お届けします。 

お知らせ４ 各支部交流活動が活性化！ 

毎月、熊本市支部・FH 部会や、各支部・地

区において交流会が開催されています。1 月に

は、新年交流会なども計画されています。各支

部活動を通して、里親同士の連携など、里親会

が目指す理想のかたちができつつあります。 

お知らせ５ 専門里親研修会 

専門里親研修が 12 月 10 日(月)に県こども

総合療育センターで行われました。午前中は、

センターの施設説明・見学、午後からは講師を

招いて事例を基にした検討と意見交換・フォス

タリングチェンジプログラムが行われました。 

お知らせ6  平成 30年度各種表彰者 

・九州社会福祉協議会連合会会長表彰(12 月) 

     岩見 照也・登代美 ご夫妻 

・全国里親会会長表彰(11 月) 

     村田 保孝・誠子  ご夫妻 

  受賞、おめでとうございます！！ 

お知らせ７ 会費納入、お願いします 

 協議会の活動は主に会員の皆さんからの会費 

で運営されています。まだ 30年度会費納入がお 

済みでない方は、会費納入をお願いします。 

   ファミリーホーム   20,000円 

   委託を受けている方  １５,000円 

   未委託の方       5,000円 

   賛助会員       5,000円 

   ボランティア会員    3,000円 
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